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　連続講座第１回（４月３日）、しんかんフェ
スタ（18

日）、教採合格突破講座（25日）で続々組合加入
。連続

講座講演後西大阪の新採用の青年が一緒に参加
した青

年組合員の声かけに、大教済と組合に加入。講
師の青

年も受付で加入。北大阪の新採用の青年も同職
場の青

年や先輩のはたらきかけで加入。フェスタでは
、青年

の訴えで西大阪、南大阪の新採用の青年が加入
。合格

突破講座では「みんなに合格し正規で働いても
らいた

い」との熱い思いが伝わり７人もの青年が加入
！「仲

間が増えるって一番元気が出る」と青年部の
みなさ

ん。大阪市を壊そうとする勢力に対抗する、革
新的な

若いエネルギーがあふれています！

新歓行事で合格突破講座で
組合加入続々!!

　

４
月
18
日
は
、
し

ん
か
ん
フ
ェ
ス
タ
で

し
た
。
新
年
度
の
忙

し
さ
の
中
、
実
行
委

員
会
メ
ン
バ
ー
で
集

ま
り
、
役
割
を
決

め
、
初
め
て
の
人
に

も
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
、
組
合
の

よ
さ
が
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
と
、
準
備
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

武
田
美
穂
さ
ん
の

記
念
講
演
で
は
、
武

田
さ
ん
の
作
品
へ
の

思
い
、
作
品
が
で
き

た
き
っ
か
け
、
子
ど

も
の
頃
の
話
、
今
の

社
会
に
対
し
て
思
う

こ
と
、
が
ん
こ
ち
ゃ

ん
の
描
き
方
…
な
ど

多
岐
に
渡
り
、
あ
っ

と
い
う
間
の
楽
し
い

時
間
に
な
り
ま
し

た
。
２
部
の
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
、
交
流
や
ク
イ

ズ
な
ど
を
通
し
て
、

初
め
て
の
人
と
も
新

し
い
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
、
３
名
の
仲
間

の
加
入
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
仲

間
が
広
が
る
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

青
年
部
常
任
委
員

会
は
、
毎
月
第
２
水

曜
日
。
６
月
19
日
に

は
青
年
部
総
会
を
行

い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
仲
間
を
誘
っ
て
下

さ
い
。
青
年
の
パ
ワ

ー
を
た
く
さ
ん
集

め
、つ
な
が
り
、学
び

合
い
、

頑
張
っ

て
い
き

ま
し
ょ

う
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　 
だ
よ
り
5月

武
田
美
穂
さ
ん
の

原
画

　
「
３
市
長
選　

維
新

全
敗
」（
朝
日
）「
反
都

構
想
派
に
『
弾
み
』」

（
毎
日
）「
反
維
新
『
牙

城
で
倒
し
た
』」（
読
売
）

「
都
構
想
追
い
風
な
ら

ず
」（
産
経
）
と
４
月
27

日
付
各
紙
が
、
い
っ
せ

い
地
方
選
挙
の
後
半

戦
、
吹
田
・
八
尾
・
寝

屋
川
市
長
選
挙
結
果
を

報
じ
ま
し
た
。

　

４
月
27
日
、
特
別
区

設
置
＝
大
阪
市
廃
止
の

住
民
投
票
が
告
示
さ
れ

ま
し
た
（
28
日
か
ら
期

日
前
投
票
）。
５
月
17

日
の
投
票
で
１
票
で
も

賛
成
が
多
数
と
な
れ
ば

大
阪
市
が
廃
止
さ
れ
ま

す
。
こ
の
間
の
世
論
調

査
で
最
も
多
い
の
は
、

「
説
明
が
不
十
分
」、

都
構
想
の
内
容
が
「
よ

く
わ
か
ら
な
い
」
で

す
。「
市
町
村
の
合
併

に
伴
う
住
民
投
票
で
も

１
年
ぐ
ら
い
の
周
知
期

間
が
あ
る
が
、
大
阪
都

構
想
案
は
決
定
か
ら
投

票
ま
で
２
カ
月
ほ
ど
で

非
常
に
短
い
。
内
容
も

財
政
と
区
割
り
が
中
心

で
、非
常
に
難
し
い
」

と
の
大
阪
大
学
院
北
村

亘
教
授
（
行
政
学
）
の

指
摘
は
当
然
で
す
。
白

紙
委
任
を
迫
る
の
は
橋

下
徹
市
長
の
政
治
手
法

で
す
が
、
大
阪
市
を
廃

止
し
て
し
ま
っ
た
ら
法

的
に
元
に
戻
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
取
り
返

し
が
つ
き
ま
せ
ん
。
住

民
自
治
や
民
主
主
義
を

否
定
す
る
「
住
民
投

票
」
の
押
し
つ
け
に
対

す
る
市
民
の
判
断
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

幅
広
い
市
民

６
千
人
が
大
集
合

　

「
大
阪
市
を
な
く
し

た
ら
ア
カ
ン　

府
民
大

集
合
」
が
４
月
28
日
大

阪
府
立
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
６
０
０
０
人
を

超
え
る
市
民
が
集
い
ま

し
た
。
大
阪
市
を
よ
く

す
る
会
と
明
る
い
民
主

大
阪
府
政
を
つ
く
る
会

が
主
催
し
ま
し
た
が
、

竹
山
修
身
堺
市
長
、
自

民
党
柳
本
卓
治
参
院
議

員
が
来
賓
あ
い
さ
つ

し
、
平
松
邦
夫
元
大
阪

市
長
、
浅
野
秀
弥
「
民

意
の
声
」
代
表
、
辻
公

雄
「
大
阪
市
が
な
く
な

る
で
！
え
ら
い
こ
っ
ち

ゃ
の
会
」共
同
代
表
、中

野
雅
司
大
阪
市
分
割
解

体
を
考
え
る
市
民
の
会

世
話
人
、小
池
俊
二
サ

ン
リ
ッ
ト
産
業
会
長
、

田
中
誠
太
八
尾
市
長
が

参
加
す
る
な
ど
、
党
派

を
超
え
た
市
民
共
同
の

集
会
と
な
り
ま
し
た
。

政
令
市
の
財
源

権
限
生
か
し

市
民
生
活
充
実

　

講
演
で
日
本
共
産
党

の
山
下
芳
生
書
記
局
長

は
、
政
治
的
立
場
の
違

い
を
超
え
「
大
阪
市
壊

し
」
に
立
ち
向
か
う
共

同
の
発
展
を
強
調
し
ま

し
た
。
政
令
市
の
財
源

が
府
に
吸
い
上
げ
ら
れ

て
、
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
や
国
民
健
康
保
険

や
介
護
保
険
の
大
阪
市

に
よ
る
減
免
が
行
え
な

く
な
る
な
ど
、「
大
阪

都
」
構
想
に
は
暮
ら
し

・
自
治
破
壊
の
重
大
問

題
が
あ
る
と
述
べ
ま
し

た
。

　

維
新
市
政
は
福
祉
を

切
り
捨
て
た
３
年
半
で

あ
り
、
福
祉
・
医
療
は

二
重
・
三
重
に
や
る
べ

き
だ
と
指
摘
し
、「
大

型
開
発
優
先
」か
ら「
暮

ら
し
第
一
」へ
、「
な
ん

で
も
民
営
化
」
で
な
く

自
治
体
の
役
割
を
発
揮

す
る
大
阪
へ
す
す
も
う

と
訴
え
ま
し
た
。
新
婦

人
は
そ
ろ
い
の
赤
い
Ｔ

シ
ャ
ツ
姿
で
維
新
政
治

に
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
を
と

訴
え
ま
し
た
。

　

女
性
団
体
に
よ
る
パ

レ
ー
ド
、
公
務
員
労
働

者
に
よ
る
宣
伝
（
写

真
）、
電
話
対
話
な

ど
、
市
民
と
の
対
話
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大阪市教定期大会
5月23日(土)13:30開会
アネックスパル法円坂
JR森ノ宮・地下鉄谷四

退職者の皆さんを
囲む会　ご苦労様でした
5月29日(金)  18時30分
パル法円坂（森ノ宮・谷四)

公
務
共
闘
の
宣
伝

＝
４
月
26
日

新
婦
人
の
活
動
報
告

＝
４
月
28
日

橋
下
さ
ん
さ
よ
な
ら

パ
レ
ー
ド
＝
４
月
29
日

竹
山
堺
市
市
長
が

連
帯
挨
拶

田
中
八
尾
市
長
も

登
檀

維
新
３
市
長
選
で
全
敗

住
民
投
票
5
月
17
日

大阪都
構想 住民自治・生活破壊許すな！
大阪市廃止反対の市民の共同ひろがる

大
阪
メ
ー
デ
ー

「
大
阪
市
つ
ぶ
し
」断
固
ノ
ー

戦
争
法
、労
働
法
制
改
悪
反
対

第86回
メーデー

　

第
86
回
大
阪
メ
ー
デ

ー
が
初
夏
の
日
差
し
ま

ぶ
し
い
中
、
５
月
１
日

扇
町
公
園
で
開
催
さ
れ

５
千
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

川
辺
和
宏
実
行
委
員

長
（
大
阪
労
連
議
長
）

が
、「
労
働
法
制
の
改

悪
、
戦
争
立
法
を
す
す

め
る
安
倍
暴
走
政
治
と

住
民
サ
ー
ビ
ス
切
捨

て
、
職
員
と
労
働
組
合

へ
の
弾
圧
の
維
新
政
治

を
許
さ
な
い
た
た
か
い

の
意
思
表
示
を
５
・
17

の
住
民
投
票
で
示
そ

う
」
と
強
調
。
壇
上
で

紹
介
さ
れ
た
日
本
共
産

党
の
辰
巳
孝
太
郎
参
議

院
議
員
は
、「
大
阪
市

解
体
の
是
非
を
問
う
住

民
投
票
は
民
主
主
義
を

守
る
た
た
か
い
。
必
ず

勝
利
し
よ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　

集
会
の
後
、
平
日
に

も
か
か
わ
ら
ず
か
け
つ

け
た
、
各
支
部
の
組
合

員
の
仲
間
と
、
久
し
ぶ

り
に
顔
を
合
わ
せ
た
先

輩
た
ち
が
、
息
高
く
デ

モ
行
進
。
来
年
の
５
月

１
日
は
日
曜
日
。
今
か

ら
青
年
と
一
緒
に
参
加

を
と
呼
び
か
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
。


